
無 無

無

事 業 所 Ｐ Ｒ
ご家族や関係機関と連携してお子さんの得意不得意の理解に努め、
ご本人にあった支援方法や関わり方をみつけられるように取り組んで
います。

(写真添付）

自 費 負 担 金 なし

現 在 の 利 用
園 ・ 学 校 な ど

療 育 内 容 訪問支援

送 迎 （長期休暇時） 送 迎 地 域

入 浴

営 業 日 月曜日～金曜日 営   業   時   間

通常 8:25～17:25

利 用 対 象 者 地 域 坂井市

メ ー ル ア ド レ ス kobusien@mocha.ocn.ne.jp

ホームページ等 https://kobusien.jimdofree.com/

障 が い 種 別 発達障がい児

 【 基 本 情 報 】

事 業 名 居宅訪問型児童発達支援（多機能型）

定 員 なし

事 業 所
所 在 地

福井県坂井市丸岡町西里丸岡15-6

電 話 番 号 0776-68-0524 F A X 番 号 0776-68-0527

社会福祉法人しいのみ共生会

子ども発達支援センターこぶし園



営業時間：8時 25分～17時 25分   

実費負担：基本的にはなし。支援内容によって実費負担金が発生する場合がありますが、

その場合は事前に保護者の同意をいただきます。  

行事：特になし 

作 

作   

【利用にあたって】 

○通所事業所等の利用が著しく困難な１８歳未満のお子さんが対象です。 

〇利用にあたっては、まずはご本人・ご家族、担当の相談支援専門員さん、その他の支援関係者の思いや考えを聞か

せていただきながら、今必要と思われる支援を丁寧に検討するところから始めます。 

〇利用開始する場合は、国の示す児童発達支援/放課後等デイサービス/保育所等訪問支援ガイドラインを参考に、 

5領域（注 1）の観点から個別支援計画を作成し、計画に基づいて支援を行います。 

 

（注 1）：5領域 

①健康・生活、 ②運動・感覚  ③認知・行動  ④言語・コミュニケーション ⑤人間関係・社会性 

 

 

 

 

 

 

子ども発達支援センターこぶし園（居宅訪問型児童発達支援）支援プログラム 

                        作成年月日：令和 7年 4月 1日 

 

障がいのある方とそうでない方が同じ地域

で生き生きと暮らすことができる活動を続

けるとともに 

地域の中で安心して安全に暮らせる地域生

活の条件整備作りをすすめていきます。 

法人理念 

①保護者の方が「こう育てればいいのかな」というヒントや手ごた

えが得られるようにする。 

②家庭と保育園、他の関係機関との関係性がよくなるようにする。 

③児童発達支援センターとしての中核的な役割を担うことができ

るよう専門性の向上を図るとともに、関係機関との連携を図る。 

支援方針 

地域支援 

地域連携 

① 相談支援専門員さん、医療機関、園や学校等関係機関との連携を重視しています。 

② 普段から関係機関とのつながりを深めるための機会を重視しています。 

③ 児童発達支援センターとして、地域の支援体制づくりに協力できるよう努めています。 

移行支援 
園や学校での様子から進級や進学に伴って必要な支援がないかを検討し、進級進学時に

情報提供できるよう準備していきます。必要に応じて支援会議に参加します。 

家族支援 必要に応じて、個別の来所相談の時間もお取りしています。 

職員の質の向上 計画を立てながら外部研修・内部研修を利用して職員の支援力向上に努めています。 

〇訪問支援員がご家庭を訪問して支援を行います。 

〇心理士が中心に担当します。 
本人支援 

その他 


